
　宮代町議会令和7年3月定例会において、新井
町長が令和7年度の町政運営の基本的な考え方
を示しました。以下はその施政方針の抜粋です。

 行財政基盤の強化が不可欠
　昨年、円安等を追い風に上場企業が過去最
高益を、7月には日経平均株価が史上最高値を
更新し、これらを背景とした賃上げが行われる
など、国内需要にも回復が見られたことから、国
は、長らく続いたコストカット型経済から脱却し
た「賃上げと投資が牽引する成長型経済」への足
掛かりができたとして景気回復への自信をうか
がわせております。
　しかしながら、住民の皆さまの日々の生活に目
を向けますと、ロシアによるウクライナ侵攻や中
東における地政学的リスクなど世界情勢の不安
定を背景とした資源や原材料の高騰により、あら
ゆるモノの値段が上昇しており、景気回復の果実
が遍く行き渡っているとは言い難いのが現状で
す。加えて、昨年も日本各地で地震や風水害が相
次ぎ、多くの方々が被災されました。能登半島地
域においては、復興半ばの中の豪雨災害も重な
り、地震から一年余りたった今なお多くの住民の
方が避難を続けておられます。改めて、災害への

備えの大切さと住民の皆さまの生命と財産をお
守りするという基礎的自治体としての使命を改
めて重く受け止めています。
　こうした世界情勢や自然災害の発生を、宮代
町の力で変えることはできませんが、だからこ
そ、住民の皆さまの暮らしに寄り添い、ご期待や
ご要望にしっかりとお応えしていくために、行財
政基盤の強化が不可欠であると改めて認識して
いるところです。

 行政組織の改革
　このため令和7年度は、まず行政組織の改革に
着手し、有事に対して迅速、かつ的確に対応でき
る体制とすべく、「くらし安全課」を設置いたしま
す。併せて、予防から災害時の対応まで全庁一丸
となって取り組むため、課長級職員に対して内閣
府が主催する「防災スペシャリスト養成講座」の
受講を命じました。
　また、確かな財政基盤を築くために、産業誘致
をはじめとした、より一層の土地利用の推進を図
るため、「未来のまち整備課」を設置します。
　併せて、これらの課の設置により、「地域支援
課」「まちづくり建設課」は、それぞれ、地域住民
の皆さまの日々の暮らしに寄り添った対応に注
力できる体制とします。

 町制施行70周年
　令和7年度は、昭和30年7月20日に百間村と
須賀村の二村が合併してから70年目を迎えま
す。
　今日の宮代町が発展、繁栄してきたのは、先人
たちのたゆまぬ努力の賜物であり、心から敬意を
表し、感謝とお礼を申し上げるとともに町民、町
議会の皆さまともに、記念式典や各事業を通じ
て連携を強めたいと思います。
　この節目の年に、改めて、子どもから高齢者ま
で、宮代町に住む一人ひとりが、その人らしく暮
らせるよう「首都圏でいちばん人が輝く町」の実
現に向けて尽くしてまいることをお約束いたしま
す。
　今後とも議員の皆さま並びに町民の皆さまの
更なるご理解とご協力を賜りますようお願い申
し上げまして、令和7年度の施政方針とさせてい
ただきます。
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宮代町長

写真は、3月9日に東武動物公園ホワイトタイガー舎前で行われた特別住民票交付式の様子。昨年11月にコタ、ハクが誕生して以来、
「宮代町にある東武動物公園」とマスコミ等に多く取り上げられ、宮代町を全国に発信することができました。(関連記事15p)
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　老朽化した須賀小学校を、地域の方も利用できる地域拠点とし
て再整備します。令和7年度は、整備推進委員会を開催し、須賀小
学校地域拠点施設基本設計を基に実施設計を行います。

　駅から東武動物公園、新しい村までを、歩いて楽しくわくわくする
ような道に整備し、西口エリアの価値を高めます。

東武動物公園駅西口わくわくロード事業 小中学校適正配置事業 1億3,988万円 教育推進課
1,333万円 まちづくり建設課

第5次宮代町総合計画事業第5次宮代町総合計画事業

令和令和  77  年度の主な事業年度の主な事業
※令和7年3月定例会に提案した予算案です※令和7年3月定例会に提案した予算案です

　転入などの手続き、各種申
請時にマイナンバーカード等
を活用し、手続きの省力化、時
短を実現します。

　町税や各種保険料、保育料などの口座
振替申込をスマホから申請できるWeb
口座振替受付サービスを導入します。

　町への申請や決済、
申込みなど、LINEを活
用した電子申請の拡充
を行います。

　安心安全な暮らしのために、町内
の3駅周辺や公共施設などの公共空
間に防犯カメラを新たに設置します。

　高齢者の総合相談、介護予防に向けた
取り組みを充実させるため、地域包括支
援センターを2か所に増設します。詳しく
は広報みやしろ3月号をご覧ください。

　町内の推進協力店等と一緒
に、消費期限等が迫った食品
の消費を楽しく進める参加型
のキャンペーンを行います。

町食品ロス削減推進キャラクター
「すてずん」

　被害が深刻化している斑点米カメムシ被害に対し、水稲
生産者のカメムシ防除に対する助成を新設します。

　町制施行70周年を記念した式典の開催、感
謝状の贈呈及びその他各種記念事業を実施し、
町制施行70周年の気運を盛り上げます。

「書かない窓口」の導入

町税等の口座振替をスマホから

LINE役場の拡充

公共空間への
防犯カメラ設置

児童生徒タブレットの更新

小中学校外壁改修

小学校のトイレ改修

地域包括支援センターの増設

食品ロス削減
推進キャンペーン

1,980万円 住民課

689万円 税務課

20万円 企画財政課

380万円 くらし安全課

1億7,132万円 教育推進課

3億22万円 教育推進課

7,252万円 教育推進課

6,635万円 健康介護課

350万円 環境資源課

270万円 産業観光課

98万円 総務課

安全で快適な教育環境づくり安全で快適な教育環境づくり

役場での手続きを役場での手続きを
もっと手軽にもっと手軽に

安心安全なくらし安心安全なくらし

水稲カメムシ防除対策

町制施行70周年記念事業
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